
　この図は、国立がん研究センターが発表した生活習慣によるがんの相対リスクを示
した表です。
　喫煙や大量飲酒の習慣がある人は、そうでない人と比べてがんの相対リスクが1.6
倍高くなると推計されています。また肥満では1.22倍、運動不足では1.15～1.19倍、
野菜不足では1.06倍、それぞれがんの相対リスクが高くなると推計されています。
　（関連ページ：上巻P101「発がんに関連する因子」、上巻P102「がんのリスク（放
射線）」）
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